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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・7月14日（木）、15日（金）17：20～看護グループ内研修「精神疾患の理解」があります。対象者は出席すること。

・薬の記載方法について、今後は、薬効分類と薬品名を記載すること。（例：「リスパダール（精神神経用剤）」）

＜心理検査報告＞
・四戸　清公様～HDS-R＝2点、MMS＝6点

・仁和　珠美様～SDS＝64点、CMI＝準神経症レベル

・出町　榮子様～HDS-R＝18点

・宮澤　啓様～CMI＝準正常レベル、Y-G性格検査＝平均・準平均レベル

・小笠原　智美様～風景構成法実施。次回、ロールシャッハテスト施行予定。

＜デイケア利用外来患者様情報＞

・大久保　律子様～気分の高揚さみられている。

・高田　マキ様～疲労感みられている。

・川村　享様～特に変わり無し。

・関　秀治様～〃

・横町　浩様～〃

・松倉　健一様～〃

・駒木　洋士様～〃

・久保　興介様～入眠前の幻聴が強いとのこと。頓服薬を服用している。処方変更は行わず、現在の処方で経過観察していくこととしている。

・田名部　一樹様～飲酒要求聞かれている。お酒と薬の作用について説明。上記については、理解している様子。

＜外来患者様報告＞
・駒木　学様～「知り合いの患者と外来で話しするのが苦痛」「大勢いるところは嫌なので静かな待合い室があるところにいきたい」等を理由に通院先を八戸赤十字病院精神科へ変えたいと話している。八戸赤十字病院精神科への紹介状を作成し、一昨日受診している。八戸赤十字病院精神科受診時、外来での対人交流は通院先を変更しても変わらないこと、訪問看護「五福」を継続利用しずらくなる旨説明を受けている。上記説明を納得し、今後も当院への外来通院を継続することとしている。

・繁名　和恵様～7月11日（月）、目がパチパチする、顎・足・身体が震える、横になると足が震えて眠れないと訴えて外来受診している。ルナプロンを除き2日分の薬を処方している。7月13日（水）身体の震えは軽減してきているとのこと。喉の渇きを訴え、多飲水傾向にある。先月の採血では、Naの値が低値を示している。年内もしくは半年後に再度採血する予定としている。

・菅原　信正様～7月8日（金）から連続飲酒しているとのこと。7月10日（日）自分の人生を悲観して腹部を包丁で切るといった自傷行為があり、八戸市立市民病院に救急搬送されている。入院治療を説明するが、本人は外来での治療を希望している。当面は、1週間での外来治療を継続していくこととしている。

・宮　陽子　様～デイケアを暫く休みたいとの訴えあり。デイケア担当スタッフが本人の話を傾聴している。デイケアについては、今後も継続利用していくと話している。自宅に居る際に幻聴が強まることや疲労感があること等の訴えあり。デイケアスタッフに話をして落ち着くようであれば、利用日以外もデイケアに来所するように説明している。

＜栄養指導＞

・四戸　冷子様～現在、プリンを間食したいと話している。本人の希望通り摂取して良いことを伝えている。今後も定期的に栄養指導を行っていく予定。

　　　　　　　　緊急時の体調不良時の対応方法について、今後検討していく必要がある。

・番沢　政勝様～お腹が空いてふらふらするとのこと。その際、ケチャップやソースを食べているとのこと。食事に対するこだわりが強く偏った食生活になる可能性が高い為、今後もバランスのとれた食事ができるよう栄養指導を継続していく必要がある。

・川口　八寿子様～栄養指導では、食事内容について怒られること思い、嘘をついてしまうとのこと。今後は、本当のことを話せるよう働きかけていくこととする。

＜血糖測定器　メディセーフミニ　の取り扱いについて＞

○使用方法○

1.電源を押す

　「ピー」と音がする

　全部の表示が点灯した後、現在の日時と時刻が表示される。

　（それ以外の表示が出るときには説明書を参照する）

2.保護キャップをはずす

　血糖測定器の側面にあるインジェクタを前に押し出す

　保護キャップをはずす

3.測定用チップのフィルムシートをすべてはがす

　（フィルムシールをはがしたら、すぐに使用する。時間が経つと測定用チップが湿気をおびて正しく測定できない事がある）

4.測定用チップを血糖計の先に押し込む

　まっすぐ奥まで押し込む「カチッとなるまで」

　（まっすぐ奥まで差し込まないと正しく測定できないことがある）

　このとき、インジェクターには触れない

5.チップケースを抜く

　まっすぐに引き抜く→　ケースだけがはずれ測定用チップが装着される

　（チップケースを捨てない　片付けるときに必要）

6.「ピピッ」と鳴って「OK」表示が点灯する

　（表示が消えている時は電源を押す）

　（別の表示が出るときは、説明書参照）

7.穿刺ペンのダイアルを回し、穿刺の深さを調節する

　ハートマーク～1　やわらかく、薄い皮膚

　　　　　　　　2～3　平坦な皮膚

4 厚くて硬い皮膚

8.針をつける

　針のキャップ（オレンジ色）はつけたまま

　「カチッ」と突き当たるまで押し込む（プッシュボタンは押さない）

　針の根元を手で押さえながらキャップをねじって抜く

9. 穿刺する

10.測定する

　血糖計の「OK」の点灯を確かめる

　測定用チップの先端から血液を吸引する→血液が自動的に吸引される

　「ピー」となったら測定チップの先端を速やかに血液から話す

　測定完了までの秒数が表示される（数字が減っていく）

　「ピー」と鳴って測定値が表示される

11.片付け

　チップケースをかぶせる

　インジェクターを前に押し出して測定用チップをはずす

12.電源を切る

　1秒以上押し続ける

＜点検方法＞

＊血糖計は通常の測定時に、毎回自動点検を行っています

　測定用チップ装着後OK表示が点灯すると血糖計は正常です

　それ以外の表示が出た場合は説明書を参照する

＊テスト用チップ（黒）での汚れをチェック

　電源が切れた状態から、「呼出」を押したまま「電源」を押す

　「CAL」表示が点灯する（テスト可能な状態）

　テスト用チップを取り出し血糖計に取り付ける

　もう一度「呼出」だけを押す

　「YES」表示が点灯→正常な状態

　「NO」表示が点灯→測定窓が汚れている

· 血糖計の測定窓の汚れやほこりがついていると

ブラシマークno表示が点灯し測定できません

新しい綿棒少量の水を含ませて測定窓の汚れをふき取る

＜保管方法＞

＊直や日光を避けて保管

　冬場は測定用チップや血糖計をあらかじめ測定場所（10～35）に20分程置いて、その場の温度になじませてから使用する

　測定場所の温度になじんでいないと、正しい測定が得られない場合がある






















